
お問合せ先：

2. 事業内容

3. 事業スキーム

1. 事業目的

■実施期間

■事業形態

4. 

資源循環ネットワーク形成及び拠点の戦略的構築に関する調査・実証事業

事業イメージ

請負事業・委託事業

①資源循環ネットワーク形成及び再生材製造拠点の戦略的構築に関する調査及び実証事業
• 戦略検討・ケーススタディ：再生材供給サプライチェーン強靭化のケーススタディ
（レアメタル等9カテゴリー）を通じた課題等の洗い出し、新たな施策の検討を行う。

• 資源回収実証：また、広域的な資源回収における効果的な回収方法及びトレーサビリ
ティ確保による資源やリスク管理のあり方を検討するモデル実証・評価検討を行う。

②製造業・資源循環産業の連携及び高度リサイクルを通じた高品質再生材供給実証事業
• 高品質再生材製造実証：製造業・資源循環産業の協業による、すり合わせを通じた、
精緻解体や高度選別などの技術的な実証を行う。（Ex.鉄スクラップ）

• 設備の大規模・集約化実証：複数の循環資源を扱う再生材製造施設の大規模・集約化
を通じ、製造業へまとまった量の素材（金属・プラなど）を確保するための実証を行
う。また、金属スクラップなど適正ルートでの回収量を拡大するため、有害性を持つ
循環資源について、適正処理指針の適用について実証を行う。

小規模分散化している国内の資源循環産業においては、動静脈物流の分断や、質・量両面での再生材の需給の調整が
進んでいないこと、不適正ヤードからの海外流出ルートの存在など公正な競争条件の未整備であることなどから、大
規模・集約化へのインセンティブが十分に働いていない。本事業は、再生材供給サプライチェーン強靱化を目的とし
て、循環資源のリサイクルのためのネットワーク（物流や動静脈連携）形成及び大規模・集約的な再生材製造施設の
構築に向けた調査や実証を行うものである。

再生材供給のサプライチェーン強靭化を通じた再生材の高品質化・供給量の安定化を目指します。

【令和８年度要求額 1,400百万円（新規）】

民間事業者・団体

令和８年度（予定）

環境省 環境再生・資源循環局 資源循環課 資源循環ビジネス推進室 電話：03-6205-4946

■請負先

資源循環ネットワークの
形成及び再生材製造拠点
の戦略的構築のイメージ



お問合せ先：

2. 事業内容

3. 事業スキーム

1. 事業目的

■実施期間

■事業形態

4. 

資源循環ネットワーク形成及び再生材製造拠点の戦略的構築に関する調査及び
実証事業

事業イメージ

請負事業

1.再生材サプライチェーン強靭化戦略の検討
再生材サプライチェーン強靭化に向けて、リサイクルのためのネットワーク形

成及び大規模・集約的な再生材製造施設の構築のための新たな施策の検討や再生
材市場拡大による経済面や環境面、社会面における、様々な効果の推計を行う。

2.再生材サプライチェーン強靭化に向けたケーススタディ（9カテゴリー）
国内において早急に再生材サプライチェーンの構築が必要な循環資源等（９カ

テゴリー）を対象として、リサイクルのためのネットワーク形成及び大規模・集
約的な再生材製造施設の構築のための課題やニーズの洗い出しを行う。
3.資源循環ビジネスの活性化に向けた調査及びモデル実証
循環資源の有する潜在的な有害性のリスク管理のためのトレーサビリティ確保

及び効果的な回収のあり方を検討するモデル実証を行うとともに、本実証の成果
を踏まえ、必要な政策について評価・検討を行う。

小規模分散化している国内の資源循環産業においては、動静脈物流の分断や、質・量両面での再生材の需給の調整が
進んでいないこと、公正な競争条件が未整備なことなどから、大規模・集約化へのインセンティブが十分に働いてい
ない。本事業は、再生材供給サプライチェーンの強靱化を目的として、循環資源のリサイクルのためのネットワーク
（物流や動静脈連携）形成及び大規模・集約的な再生材製造施設の構築に向けた調査や実証を行うものである。

再生材供給のサプライチェーン強靭化を通じた再生材の高品質化・供給量の安定化を目指します。

【令和８年度要求額 400百万円（継続）】

民間事業者・団体

令和８年度（予定）

環境省 環境再生・資源循環局 資源循環課 資源循環ビジネス推進室 電話：03-6205-4946

■請負先

資源循環ネットワークの
形成及び再生材製造拠点
の戦略的構築のイメージ



お問合せ先：

2. 事業内容

3. 事業スキーム

1. 事業目的

■実施期間

■事業形態

4. 

製造業・資源循環産業の連携及び高度リサイクルを通じた高品質再生材供給実証事業

事業イメージ

委託事業

1.高品質な再生材供給に向けた動静脈連携の実証
資源循環産業において、製造業が使いこなせる質・量の再生材を供給するため、資源

循環産業と製造業の動静脈間で、供給される再生材の質・量やそのほか再生材に求める
要件などのすり合わせが必要である。そのため、鉄鋼業・鉄スクラップ業の連携を通じ
て、建築物からの鉄材の精緻解体や鉄含有スクラップの高度選別とリサイクル原料の評
価について実証を行う。

2.リサイクルの大規模集約化・高度化に向けた実証
資源循環産業から製造業にまとまった量の素材（金属やプラスチック）を供給するた

め、複数の循環資源を扱う選別施設の効率的運用や小規模分散化している再生材製造施
設の集約化を念頭に、大規模集約化・高度化へのインセンティブ創出に向けた実証・調
査を行う。（鉄・アルミ・銅・プラ等）
さらに、現状、インフォーマルな取り扱いが懸念されている循環資源（リチウムイオ

ン電池など）の環境上適正なリサイクルの規模を拡大するため、処理プロセスにおける
適正処理指針の適用可能性について、実証・調査を行う。

小規模分散化している国内の資源循環産業においては、製造業・資源循環産業の間で質・量両面での再生材の需給の
調整が進んでいないこと、不適正ヤードからの海外流出ルートの存在など公正な競争条件が未整備なことなどから、
大規模・集約化へのインセンティブが十分に働いていない。そのため本事業では、これらの課題に対し、①高品質な
再生材供給に向けた動静脈連携、②リサイクルの大規模集約化・高度化に向けた取組に係る実証・調査をするもので
ある。

再生材供給のサプライチェーン強靭化を通じた再生材の高品質化・供給量の安定化を目指します。

【令和８年度要求額 1,000百万円（新規）】

民間事業者・団体

令和８年度～令和10年度

環境省 環境再生・資源循環局 資源循環課 資源循環ビジネス推進室 電話：03-6206-1875

■委託先

資源循環ネットワークの
形成及び再生材製造拠
点の戦略的構築のイメージ
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